




はじめに 

Fanconi syndrome では,血清 1,25(OH)2 VD3 値が低いが,1αOHVD3 を 6 例の本症に投与した

結果,全例に生化学検査成績の改善と 2 例にクル病等の臨床所見の明らかな改善が認めら

れた。これらの結果から Fanconi 症候群のクル病の成因に腎性酸血症及び低リン血症と共

に腎での VDの 1α-hydroxylation の障害が関与する可能性について報告して来た。また,

特発性高 Ca 血症 2例の vitD 代謝物及びその成因について検査し,報告した。 

本年度はネフローゼ症候群にステロイド剤の長期投与を行い,そのために生じたステロイ

ド骨粗鬆に対して1αOHVD3を投与して,臨床的ならびに,骨X線像のマイクロデンシトメー

夕ーによる解析(MD 法),および腰椎骨萎縮度分類によってその効果を検討した。 

ステロイドを長期に投与すると,小児において血清 1,25(OH)2VD3 が低下する事が報告され

ており,ステロイド骨粗鬆症は小児に生じ易いと報告されている。ステロイドのビタミン D

代謝に及ぼす影響についてはなお不明の点が多く,骨粗鬆の治療にビタミン D の使用を試

みた報告は少ない。 


